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青 刈 トウ モ ロ コ シ ,ソ ル ガ ム の 牛 あ、ん 尿 施 用 試 験

第 3報 早期刈取 りにおける収量と硝酸態窒素及び無機成分について
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1ま え が き

複合経営で小規模畜産の多い本県では,飼料作物の青刈
利用も多く,特に多収を示す トウモロコシ, ソルガムでは
その傾向が大きい。そこで本試験は大量にでる牛ふん尿の

有効利用と考え合わせて,平坦地で地力の高い沖積土壌に
おいて前年に引き続き試験 し為

第 1, 2報では茎の硬化する時期に刈り取っているので

採食量が低下しているものと思われるのヽ 今回は早期刈

における生育,収量及び硝酸態窒素や無機成分等について,
第 2報の結果と比較しながら検討した。

表 1 年次別調査概要

較しトウモロコツは播種後の生育日数で14日少なく,同積

算気温で 3666℃低い。ソルガムは1番刈の積算気温は4288

℃も低く, 2番刈においては日数,積算気温とも半分以下
となった。

こ 処理区分及び施肥量 (牛ふん尿還元量 )

表2 区分及びふん尿還元量 (t/10a/年間)

2試 験 方 法

1 供試品種
青刈トウモロコシ,交 7号

青刈ツルガム・
パイオニア988

2 耕種概要
青メ1ト ウモ●コツ :播種期 5月 23日 ,畦間80m,株間25

∝ 点播 1本概

青刈ツルガム:播種期 5月 25日 ,畦間70mの 条冠 播種

量¨0′ /a。

刈取月日は表 1に 示すとおりで, 第 2報 (昭 50)に 比

表 2に示すとおり,施用時期は青刈 トウモロコシ全量基
月じ ツルガム基1巴 ら , 2番刈後 揚 施用 した。

3 試験結果及び考察

1 青刈トウモ●コシ
早期刈取りすることにより,草丈や収量は表 3にみられ
るとおり共に低く, しかも収量は生草よりも風乾物できら

に低下 した。

表 3 青刈トウモロコシ生育 (草丈)収量調査
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硝酸態窒素及び無晨成分の含有率疇 表 4に み られると
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表4 青メ1ト ウモロコシ分析調査 (乾物%)

おり硝酸態窒素は葉は高く茎は低かった。全窒素,燐酸は

茎葉共に高かった。カリウムは茎において低かった。カ
ル

シウムは葉において多量施用に伴い高く,第 2報の結果と

は逆であった。

2 青刈ソルガム
早期刈取りすることにより生育 (草丈 ),収量は表 5に

みられるとおり共に低く, 収量は生草よりも風乾物でさら

に低下した。ふん尿の施用効果は 2番刈にみられた。

硝酸態窒素や無機成分の合有率は表6に みられるとおり,

硝酸態窒素は高く,全窒素とカルシウムは葉より低く茎よ

り高かった。燐酸は1番刈の多量区を除き高かった。カリ

ウムは 1, 2番刈が高かった。マグネシウムは各刈取期と

も高かった。

硝酸態窒素,全窒素, 1番刈のカリウムは多量施用に伴

い高く, カルシウム, マグネシウムは逆に低下する傾向に

あった。

表6 青刈ツルガム分析調査 (乾物%)

3 硝酸塩, ミネラルバランスについて
以上の結果から,早期刈取給与することにより,牛の健

康に及ぼすとみられる硝酸塩については, ツルガムは含有

率が高まることから中毒の危険性は大き
いものとみられる。

また
'ネ
ラルバランスについてはK/CattM B(モ ル )は ,

両作物に差異がみられトウモロコツは低い傾向で, ソルガ

ムはカルシウムの合有率からみて高いものと思われる。

Ca/P(%)は 燐酸の含有率が高まることから,そ の比は両

作物ともに低くなるものと思われた。

4 牛ふん尿の還元量について
トウモロヨンはこれまでの報告どおりであると思われる

が, ソルガムについては硝酸塩や ミネラルバランスからみ

て少ない量が限度であると思われる。

表5 青刈ツルガム生育 (草丈 )収量調査
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